
       

         

         

                                

 

 

★冬場の牛の管理について 

はじめに、暑い夏も終わり秋風の涼しい季節になりました。牛にとっても過ごしやすい

気候とはいえ、急激な寒暖差から体調を崩す牛もしばしば見受けられます。冬を迎える前

に、冬場の管理について確認していきましょう。 

 

○ 防寒対策 

牛は寒さには強いと言われておりますが体温を保つために多くのエネルギーを利用しま

す。また密度のある冬毛に変わることで寒さから守ります。しかし冬の初めに急激に気温が

下がると、冬毛が間に合わずダメージを受ける可能性があります。温度を下げる原因の１つ

にすきま風があります。 

牛では風速 1ｍ/毎秒ほどで体感温度が 4℃下がるといわれております。冬が本格化する前

に牛舎を点検し、すきま風を防ぎましょう。牛体が濡れているのも良くありません。牛床を

清潔にし乾燥を心がけます。 

寒さをふせぐためにと牛舎を閉めきってしまうとアンモニ

アガスなどが充満してしまいます。これらは肺炎・呼吸器病の

発生を増加させます。暖かい日の昼間は十分な換気を行いまし

ょう。 

 

○ 子牛を寒さから守る 

冬場は子牛のトラブルが発生しやすく病気や事故死につな

がります。成牛に比べて体温調節が難しいため、しっかりと管理しましょう。 

・初乳の給与 

冬場に限らず、子牛が生まれたらできるだけ速やかに与えなければなりません。免疫グロ

ブリンの吸収能力は時間とともに低下するため、生後６時間以内には与えたいです。 

・代用乳の給与 

代用乳を飲ませるときの温度は 40℃くらいが適温です。冬場の哺乳は温度が下がりやすく

なりますので、やや高めの温度で溶かすようにします。しかし 60℃以上の高温で溶かすと、

たんぱく質が変性し消化に影響が出てしまいます。また給与量も増やしましょう。冬場は体

温維持のためにエネルギーの要求量も増えます。 

・保温 

体が濡れていると子牛の体温は急速に奪われます。敷料の交換頻度を増やし、量も増やし

ましょう。厳寒期は特に注意が必要です。カーフジャケットの利用や、ヒーターの設置を推

奨します。 
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◎ 南信酪農業協同組合臨時総会 終了報告 

令和 4年 10月 7日午前 11時より行われた臨時総会は、第 1号議案 飼料費・燃料費等

高騰緊急対策事業の実施に伴う特別積立金取崩について が可決決定されました。 

 

◎ 第 8 回理事会報告 令和 4 年 10 月 7日午後 12 時 30 分 南信酪農 3F 会議室 

1.臨時総会の結果について 

2.配合飼料等価格の改訂について 

  3.支部への助成金（0.15円）について  4.その他 

 

◎ 飼料費・燃料費等高騰緊急対策事業 補填金の支払いについて 

 令和 4年 10月 31日 各経済預り金（酪農口）へ振り込みます。 

       支払基準頭数 × ２，０００円 

 支払基準頭数は、令和 4年 3月の賦課金対象頭数（経産牛、育成牛、繁殖・肥育牛） 

です。 

 

◎ 加工原料乳生産者経営安定対策事業（令和 3 年度）補填金の支払いについて 

令和 4年 10月 31日に経済預り金酪農口へ振り込みます。 

 

◎ 11 月の屠場平日休業日のお知らせ 

松本屠場 11月 7日(月)    

 

◎ 共済の給付請求もれはありませんか 

酪農・医療共済にご加入で、病気で入院、怪我で入院・通院等をされたことがあり、給

付対象の可否を確認されていない事例等がありましたら、本所共済係までお問い合わせ

下さい。 

また医療共済にご加入の方で新型コロナに罹患された場合は、自宅療養でも見舞金の給

付対象になる場合があります。詳しくは本所共済係まで。 

 

 

 
 

 

 

2.  



◎ 9 月分支払乳代 

項     目 単 価 摘         要 前年単価 

① 共同計算単価 116.16 円  115.32 円 

② 全 農 手 数 料 0.74円 全農長野取扱手数料 0.74円 

③ 全 農 控 除 分 5.47円 （令和 4 年度乳代精算控除経費一覧表参照） 5.54円 

④指導補導費控除分 1.30円 組合独自の控除 1.30円 

⑤組織強化費控除分 0.7 円 組合独自の控除   0.7円 

⑥ 組 合 手 数 料 1.2％ 差引乳代金×率 1.2％ 

⑦ 出 荷 総 乳 量 １，１６８，１８５ｋｇ 

⑧ 搾 乳 戸 数 ４０戸 

 

◎ 乳質・乳成分ペナルティー発生状況（Bランク以下）9 月分  （戸数） 

 乳脂肪分 無脂乳固形分 乳蛋白質 細菌数 体細胞数 合 計 

上 旬 1 0 1 0 11 13 

中 旬 1 0 0 0 5 6 

下 旬 0 0 1 1 12 14 

合 計 2 0 2 1 28 33 

※ ペナルティー発生戸数 19 戸 

 

◎ 乳質・乳代精算の状況 9 月出荷分乳代精算の結果は下記のとおりです。 

 

◎ 月間良質乳ランキング分布表 

良質乳総合得点 戸  数 乳    量 

300 点～200 点 ２５ ８３４，４７６ｋｇ 

200 点～100 点 １１ ２７４，１０２ｋｇ 

100 点以下 ４ ５９，６０７Ｋｇ 

 

【月間良質乳生産者上位 10 名（9 月分）】  同点のため 12名 

・岩岡 俊義   300 点  ・小野寺 土菜   250点 

・倉科 茂男   280 点  ・久保田 隆弘   250点 

・平林 雄二     270 点  ・佐藤 勝彦     240 点 

・丸山 登志雄    270 点   ・㈲北ｱﾙﾌﾟｽ牧場  240点  

・唐澤 利幸    270 点    ・伊藤 章広   240 点 

・渡辺 俊夫    260 点  ・近藤 英治   240 点 

           

3. 

 乳 量 

（トン） 

乳質奨励 

（千円） 

奨励単価 

（円/ｋｇ） 

乳質減額

（千円） 

減額単価 

（円/ｋｇ） 

差引金額 

（千円） 

差引単価 

（円/ｋｇ） 

東海計 24,230 42,824 1.77 21,751 0.90 21,072 0.87 

長野計 6,771 14,113 2.08 8,105 1.20 6,009 0.89 

南 酪 1,168 1,917 1.64 977 0.84 940 0.80 



◎配合飼料等価格の改訂について 

10月 1日より下記のとおり価格が改訂になりました。 

配合・哺育・育成飼料価格は据え置きですが､飼料価格高騰対策支援金終了につき実質

2,000円/ﾄﾝ値上になります。 

尚、第 2四半期(7月～9月)分は価格差補てん金の交付があります。 

補てん金単価決定は令和 4年 10月下旬の予定です。 

 

配合・哺育・育成飼料価格表 

                            令和 4年 10 月 1 日 

商  品 荷 姿 旧供給価格（円） 改定幅（円） 新供給価格（円） 

南信 75 1ｔ 81,900  

 

 

2,000 

 

83,900 

信州 N 1ｔ 81,900 83,900 

ﾆｭｰｺﾞｰﾙﾄﾞﾗｯｼｭ 1ｔ 86,100 88,100 

バランスメイト 1ｔ 96,700 98,700 

森永ﾄﾞﾗｲﾌﾚｯｼｭ 1ｔ 100,050 102,050 

なんしん TM ﾊﾞﾙｷｰ 1ｔ 113,400  115,400 

アミノバランス 30 1ｔ 131,050  133,050 

森永育成 20プラス 1ｔ 110,650  112,650 

信州 N 20㎏ 1,638 

40 

1,678 

森永ﾄﾞﾗｲﾌﾚｯｼｭ 20㎏ 2,094 2,134 

アミノバランス 30 20㎏ 2,661 2,701 

森永育成 20プラス 20㎏ 2,259  

40 

 

2,299 

ﾆｭｰﾔﾝｸﾞﾐｯｸｽ 20㎏ 2,432 2,472 

森永もりもりｽﾀｰﾀｰ 20㎏ 3,020 3,060 

森永わくわくミルク 20㎏ 13,745 0 13,745 

すまいるミルク 20㎏ 13,624 0 13,624 

カーフトップ EX 20㎏ 14,723 
0 

14,723 

ｶｰﾌﾄｯﾌﾟ EX ﾌﾞﾗｯｸ 20㎏ 14,823 14,823 

 ※森永わくわくミルク・カーフトップ EX・EXブラック 価格高騰対策 200円/袋込価格 

  

主な行事、予定 

10／17 全酪連事業推進委員会  11／8  信州牛乳輸送(有)取締役会 

10／19～20 第２四半期監査    11／9  定例会  

10／26  南酪ｸﾛｰﾊﾞｰ会研修会   11／11 理事会  

10／27 県生乳生産販売委員会  11／17 全国酪農協会理事会・酪農ﾈｯﾄﾜｰｸ委員会  

 11／4  技術員会         11／25  東海酪連役員・生乳受託販売委員合同会議 

11／7  東海酪連監査            東海酪連理事会                               

4. 


